
自立活動の視点を取り入れた
一貫性のある支援を目指した連携強化

ー アセスメントシートと授業サポートメモの活用を通して ー
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目指す児童像（具体的な子どもの姿）
一貫性のある支援の中で安心して授業に参加し、意欲的に学習に取り組む姿

学校の課題
・適切な児童の実態把握
・関係職員間の情報共有

国や県の課題
・障害に関わらず共に教育を受けられる環境
・切れ目のない支援体制の充実

児童・家庭の願い
・楽しく安心して登校したい
・落ち着いて学習したい

授業サポートメモ
・アセスメントシートの目標と
支援方法を反映
・リアルタイムで情報更新
・目標と支援方法の定期的な
見直し

一貫性のある支援を目指した連携強化

アセスメントシート
・自立活動６区分の視点を基に
児童の実態を詳細に把握
・目標と支援方法の設定

ケース会議
・児童の願いと保護者
の意向に基づいた
支援方針の検討

児童の実態や
ニーズに合う
支援方法を検
討しましょう。

特別支援学級
担任

児童
家庭

サポートリスト
・課題と思われる児童の言動
を場面ごとに整理
・具体的な支援方法を検討
する際の参考資料

児童の情報をタブレットで
共有します。

安心して登校することができるよ。
落ち着いて授業も頑張れそうだよ。

支援体制が充実して
いると、心強いです。

共通理解の基、一貫性の
ある指導・支援ができます。

交流学級の授業者
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支援方法の共有③

【提言】
・適切な実態把握と情報共有により、一貫性のある支援を行うことで、特別な支援
を要する児童が、安心して授業に参加し、意欲的に学習できるようになります。
・本実践は、全ての教育現場に汎用性があり、大いに成果が期待できます。

アセスメントシートと授業サポートメモの活用実践例【児童Ａ】

特別支援学級の自立活動の充実

授業に参加していても、
今、何をすべきか分からないなぁ。

支援方法の共有①

ケース会議（運動会について）

サポートリスト

児童の実態把握と目標設定

「チャイム着席」
ができるように、
時計とチャイム
を意識した生活
を自立活動で
指導しよう。

交流学級の授業でも、活動
の開始と終了時刻を明確
に示す支援をしてもらおう。

活動の順番や終わりの時間が分かると、
見通しがもてて、安心して学習や行事に
取り組むことができるぞ！

支援方法の共有②

明確になった課題から、
最優先の目標を「見通しを
もって行動できる」に設定
し、支援方法を考えよう。

練習と本番の参加の仕方を検討しましょう。
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２

（前半）
（後半）

【課題】
情報共有の効率化と職員の負担軽減を図る
ために、更にシートを改良する。

【成果】
児童の情報を共有し、自立活動の視点を取り
入れた一貫性のある支援を行うことで、児童
が安心して意欲的に学習できた。

活動の順番と終了の目安を
簡潔に説明したら、やるべき
ことが明確になったようです。

意識して支援したつもりでし
たが、具体的なイメージを
伝えることが難しかったです。

実験の手順が分かるように
板書を工夫してもらったら、
落ち着いて取り組めたようです。

視覚支援など、よりよい支援
方法を考える参考になります。


